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「
あ
ー
よ
か
っ
た
な あ

な
た
が
い
て
」 

 
 

 

伊
那
市
人
権
同
和
教
育
講
演
会 

西
箕
輪
で
開
催 

 
 

 

去
る
十
月
二
十
七
日
（
土
）
西
箕
輪
小
中
学
校
に
お
い

て
伊
那
市
教
育
委
員
会
と
西
箕
輪
小
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
共
催
に

よ
り
人
権
同
和
教
育
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

 

①
仲
島
正
教
先
生
（
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
）
の
お
話 

午
前
八
時
五
十
分
か
ら
、
ま

ず
西
箕
輪
小
学
校
で
一
～
四
年

生
と
保
護
者
向
け
に
、
学
校
生

活
の
中
で
起
こ
る
事
例
か
ら
、

ご
自
身
の
経
験
を
通
し
て
「
人

へ
の
優
し
さ
」
「
大
切
な
も
の
」

「
命
と
は
？
」
な
ど
わ
か
り
や

す
く
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。
関

西
弁
で
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
話
題

提
供
で
飽
き
な
い
五
十
分
で
し

た
。
低
中
学
年
の
子
ど
も
た
ち

で
し
た
が
、
姿
勢
を
崩
す
こ
と

な
く
静
か
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。 

②
松
島
恒
志
先
生
（
菅
野
中
学
校
校
長
）
の
お
話 

 

続
い
て
十
時
か
ら
中
学
校
で
「
小
中
学
生
の
適
切
な
ネ

ッ
ト
・
機
器
利
用
」
と
題
し
て
、
最
近
の
ス
マ
ホ
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
接
す
る
際
の
注
意
点
に

つ
い
て
五
、
六
年
生
と
中
学
生
向

け
に
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
実
際

に
持
っ
て
い
る
子
は
中
学
生
で
も

四
割
だ
そ
う
で
す
が
、
い
つ
も
使

う
子
は
ま
だ
少
な
く
、
こ
の
時
期

か
ら
こ
れ
ら
の
危
険
性
を
聞
い
て

お
く
こ
と
は
大
事
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
し
た
。 

 

そ
の
あ
と
、
残
っ
た
約
三
十
人

の
保
護
者
に
、
携
帯
の
使
い
方
を

制
限
で
な
く
「
話
し
合
い
で
」
決

め
て
い
く
こ
と
が
よ
い
な
ど
、
ア

ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。 

     
 

 

第
一
回 

伊
那
市 

中
学
生
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス 

 
 

 

伊
那
市
教
育
委
員
会
の
主
催
に
よ
り
市
内
全
中
学
二
年

生
を
集
め
た
キ
ャ
リ
ア
フ
ェ
ス
が
、
十
一
月
二
日
伊
那
市

民
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。  

初
め
て
の
試
み
に
も
関

わ
ら
ず
、
九
十
三
も
の
市
内

外
の
業
種
や
団
体
が
参
加

し
て
、
仕
事
の
説
明
や
ミ
ニ

体
験
を
行
う
ブ
ー
ス
を
並

べ
、
大
盛
況
で
し
た
。
中
学

生
の
職
場
体
験
は
終
わ
っ

て
い
ま
す
が
、
普
段
な
か
な

か
接
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
会
社
や
役
所
、
消
防
団
や

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
我
々
見
学
者

に
は
目
移
り
す
る
ほ
ど
の

出
展
で
し
た
。 

 

中
学
生
は
、
事
前
に
家
庭
で
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

使
っ
て
出
展
者
か
ら
の
紹
介
動
画
を
見
て
い
た
そ
う
で
、

迷
う
こ
と
な
し
に
目
当
て
の
ブ
ー
ス
に
寄
っ
て
は
説
明
を

聞
き
、
体
験
参
加
す
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

お
菓
子
屋
さ
ん
な
ど
は
人
気
が
あ
り
ま
し
た
が
、
一
見

地
味
と
思
わ
れ
る
ブ
ー
ス
で
も
熱
心
に
参
加
す
る
中
学
生

が
多
く
、
ま
じ
め
な
子
ど
も
た
ち
の
一
端
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
中
か
ら
、
将
来
の
伊
那
を
背
負
っ
て
い
く
人
が
数

多
く
出
て
く
れ
ば
と
の
大
人
の
熱
い
思
い
も
伝
わ
っ
て
く

る
よ
う
で
、
素
晴
ら
し
い
イ
ベ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

    

栄
え
あ
る
文
化
受
け
継
ぎ
て 

瞳
あ
か
る
く
の
び
ゆ
く
我
ら 

【
学
校
教
育
目
標
】 

【
登
下
時
の
安
心
・
安
全 

の
取
り
組
み
】 

五
十
名
以
上
の
子
ど
も

安
全
見
守
り
隊
員
の
皆
さ

ん
が
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下

校
を
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
が
、
一

昨
年
度
新
調
し
た
お
そ
ろ
い
の
緑
色
の
ベ
ス
ト
を
着
用
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の
交
差
点
な
ど
に
立
ち
、
子
ど
も
た
ち

に
、
「
お
は
よ
う
」
「
お
帰
り
」
な
ど
声
を
か
け
て
く
れ
ま

す
。
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
る
。
」
と
い
う
気
持
ち

で
、
手
良
地
区
は
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
か
ら
も
「
見
守
り
隊
の
人
が
立
っ
て
い
る
と
安
心
す

る
。」「
今
日
は
お
は
よ
う
と
、
自
分
か
ら
言
え
た
。」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
ま
す
。 

 

他
に
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
方
々
が
当
番
制
で
下
校
時
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

い
つ
も
多
く
の
皆
さ
ん
の
お
陰
で
、
子
ど
も
た
ち
の
安

全
が
守
ら
れ
て
お
り
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 【
全
校
太
鼓
演
奏
】 

手
良
地
区
に
は
「
手
良
太
鼓
」
の
組
織
が
あ
り
、
太
鼓
が

盛
ん
で
す
。
そ
の
太
鼓
を
使
わ
せ
て
も
ら
い
、
音
楽
会
で
全

校
児
童
に
よ
る
和
太
鼓
合
奏
を
披
露
し
て
い
ま
す
。 

毎
年
、「
ま
つ
り
工
房
」
の
中
森
先
生
に
直
接
ご
指
導
い
た

だ
い
た
り
、
授
業
時
間
以
外
に
も
朝
・
休
み
時
間
等
に
自
主

練
習
を
積
み
重
ね
た
り
し
て
本
番
に
備
え
ま
す
。
一
年
生
～

六
年
生
の
順
に
演
奏
し
て

い
き
ま
す
が
、
六
年
生
に

な
る
と
曲
の
レ
ベ
ル
が
上

が
り
、
六
年
生
だ
け
の
曲

「
山
呼
」
の
演
奏
を
含
め
、

法
被
を
着
て
演
奏
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
聞
い
て

も
・
見
て
も
大
感
動
の
発

表
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

音
楽
会
に
は
地
域
の
皆
様

が
多
数
来
ら
れ
、「
素
晴
ら

し
か
っ
た
」「
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
る
」
と
の
声
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

 

【
秋
の
自
然
に
親
し
む
日
】 

十
月
に
、「
秋
の
自
然
に
親
し
む
日
」
を
実
施
し
ま
す
。「
仙

丈
グ
ル
ー
プ
（
１
～
６
年
混
合
の
縦
割
り
班
）」
に
よ
る
活
動

で
、
午
前
中
は
校
庭
で
カ
レ
ー
作
り
、
午
後
に
は
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
を
行
い
ま
す
。 

 

カ
レ
ー
作
り
で
は
、
普
段
あ
ま
り
経
験
が
無
い
た
め
、
火

の
調
整
が
少
し
難
し
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
グ
ル
ー
プ
内
で

１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
協
力
し
合
い
、
今
年
も
美
味
し
い

カ
レ
ー
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
で
は
、
手
良
の
見
所
マ
ッ
プ
を
参
考

に
回
り
ま
す
。
野
口
、
中
坪
、
下
手
良
、
八
ツ
手
の
全
て
の

地
区
を
体
験
で
き
る
様
、
一
年
ご
と
コ
ー
ス
を
変
え
て
数
カ

所
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
、
地
図
を
頼
り
に
回
り
、
ス
タ

ン
プ
を
押
し
て
も
ら
い
ま
す
。
本
年
度
は
野
口
地
区
で
、
八

幡
神
社
、
鳥
の
宮
湧
水
な
ど

を
巡
り
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ

で
ま
と
ま
っ
て
、
楽
し
み
な

が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
校
長
先
生
の
い
る
ポ

イ
ン
ト
で
は
、
な
ぞ
な
ぞ
が

出
題
さ
れ
、
正
解
す
る
と
お

い
し
い
飴
が
も
ら
え
た
よ

う
で
す
。
秋
の
自
然
を
充
分

に
満
喫
で
き
る
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。 
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地
域
ぐ
る
み
の
熊
対
策 

 

学
校
教
育
目
標 

『
か
し
こ
さ
』 

知
：
豊
か
な
知
性
と
確
か
な
学
力 

『
や
さ
し
さ
』 

徳
：
豊
か
な
人
間
性 

 

『
た
く
ま
し
さ
』
体
：
た
く
ま
し
い
心
と
体 

 

～ 

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た
人
間
形
成 

～ 

 

登
下
校
時
の
安
心
・
安
全
の
取
り
組
み 

○
保
護
者
へ
の
児
童
送
迎
の
お
願
い
と 

下
校
バ
ス
（
熊
バ
ス
）
の
運
行 

 

熊
・
猿
の
マ
ー
ク
が
い
く
つ
も
つ
い
て
い
る
本
校
の
安

全
マ
ッ
プ
は
、
ま
る
で
ア
ニ
マ
ル
パ
ー
ク
の
案
内
図
の
よ

う
な
状
態
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
カ
バ
ン
に
「
熊
鈴
」
を

つ
け
て
い
る
た
め
、
通
常
の
登
下
校
（
登
下
校
班
）
で
は
、

い
く
つ
か
の
音
色
が
重
な
り
、
ど
こ
を
歩
い
て
い
る
の
か

が
音
で
分
か
り
ま
す
。
こ
こ
数
年
は
、
六
月
下
旬
か
ら
熊

の
出
没
・
目
撃
情
報
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
状
況

に
よ
っ
て
、
保
護
者
に
登
下
校
時
の
児
童
送
迎
を
お
願
い

す
る
と
共
に
、
下
校
時
に
迎
え
に
来
ら
れ
な
い
児
童
へ
の

下
校
バ
ス
（
通
称
：
熊
バ
ス
）
を
運
行
し
、
自
宅
付
近
ま

で
送
る
対
応
を
と
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
対
応
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

○
出
没
目
撃
情
報
と
児
童
送
迎
、
バ
ス
運
行
状
況 

平
成
二
十
八
年
度 

情
報
：
十
六
件 

送
迎
・
バ
ス
運
行

日
数
：
三
十
六
日 

バ
ス
利
用
児
童
：
八
二
七
人 

平
成
二
十
九
年
度 

情
報
：
十
件 

 

送
迎
・
バ
ス
運
行

日
数
：
三
十
八
日 

バ
ス
利
用
児
童
：
八
〇
六
人 

平
成
三
十
年
度 

 

情
報
：
四
件 

 

送
迎
・
バ
ス
運
行

日
数
：
五
十
四
日 

バ
ス
利
用
児
童
：
一
一
三
八
人 

保
護
者
・
市
役
所
・
市
教
委
・
地
域
の
方
々
に
協
力
い

た
だ
き
、
無
事
に
登
下
校
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。 

 

○
地
域
と
連
携
し
た
熊
に
関
わ
る
安
全
対
策 

 

六
月
一
日
（
金
）
に
は
、
毎
年
行
っ
て
い
る
「
子
ど
も

の
安
全
に
関
わ
る
（
熊
・
猿
）

会
議
」
が
、
瀧
井
暁
子
先
生
（
信

大
助
教
授
）
、
宮
脇 

優
さ
ん

（
地
方
事
務
所
林
務
課
）
、
小

林
竜
太
さ
ん
（
市
耕
地
林
務
課
）

を
は
じ
め
と
し
て
、
区
長
・
総

代
、
公
民
館
三
役
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
三

役
、
校
外
指
導
部
正
副
部
長
の

参
加
の
も
と
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
議
で
は
、
瀧
井
先
生
を
中
心
に
、
熊
の
特
性
や
出
没

に
関
わ
る
概
況
等
に
つ
い
て
話
を
い
た
だ
き
，
全
体
で
共
通

理
解
を
図
る
と
共
に
、
地
域
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
し
た
今

年
度
の
取
組
の
方
向
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
、

学
校
近
辺
に
は
モ
ロ
コ
シ
の
耕
作
を
し
な
く
な
っ
た
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 

 
○
熊
の
学
習
会
【
隔
年
実
施
】 

 

「
熊
の
生
態
を
知
り
、
熊
と
の
距
離
を
保
ち
な
が
ら
、

互
い
の
生
活
空
間
を
大
事
に
し
て
生
活
し
て
い
く
気
持
ち

を
培
う
」
、
「
熊
が
生
息
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
自
然
が
豊
か

で
あ
る
こ
と
を
知
る
」
事
を
目
的
と
し
て
、
信
大
農
学
部

瀧
井
先
生
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
信
州
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
研
究
会
」

の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
一
昨
年
度
は
、「
熊
の

身
体
の
特
徴
」
、
「
食
べ
物
」
、
「
暮
ら
し
」
、
「
熊
に
出
会
っ

た
ら
や
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
」
、
「
襲
わ
れ
た
と
き
の
対

処
法
」
等
に
つ
い
て
、
全
校
児
童
が
お
話
を
お
聞
き
し
な

が
ら
学
習
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
十
一
月
二
十
八
日
（
水
）

に
、
高
遠
北
小
学
校
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
介
し
た
同
期
発
信
に
よ

る
実
施
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

  

○
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
・
保
護
者
・
地
域
の
方
の
協
力 

・
熊
の
出
没
目
撃
情
報
に
よ
り
、
校
外
指
導
部
長
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
と
連
絡
を
と
り
、
対
応
策
に
つ
い
て
協
議
す
る
と

共
に
、
各
地
区
の
校
外
指
導
部
員
に
連
絡
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。 

・
校
外
指
導
部
員
の
方
を
中
心
に
、
通
学
路
の
点
検
を
兼

ね
て
下
草
を
刈
っ
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
一
緒
に
歩
い
て

児
童
の
安
全
確
保
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。 

・
熊
の
出
没
・
目
撃
情
報
の
状
況
に
よ
り
、
児
童
の
登
下

校
の
送
迎
を
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。 

    

長
谷
地
域
を
元
気
に
！ 

 

全
校
生
徒
は
四
十
五
名
と
小
さ

な
学
校
で
す
が
、
や
る
こ
と
は
で
っ

か
い
！
長
谷
中
学
校
。た
く
さ
ん
の

地
域
の
方
が
学
校
に
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
信
州
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス

ク
ー
ル
の
理
念
の
実
現
を
目
指
し

て
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
活
動
す
る
学
校

で
す
。 

 

【
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は 

「
自
ら
の
手
で
長
谷
の
た
め
に
」】 

 

長
谷
地
域
は
、
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
が
進
む
山
間
地

で
す
。
耕
作
放
棄
地
は
年
々
増
え
、
地
域
の
生
産
力
も
低

下
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
住
む
こ
の

長
谷
地
域
の
元
気
の
源
に
な
ろ
う
と
、
ま
た
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
礎
に
な
ろ
う
と
生
徒
達
が
問
題
解
決
的
な
学

習
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
長
谷
中
の
生
徒
会
活
動
で

あ
り
、「
総
合
的
な
学
習
」
で
す
。 

 

文
化
祭
で
は
、「
入
野
谷
学
習
」
と
し
て
、
地
域
に
伝
わ

る
ざ
ん
ざ
節
や
南
ア
ル
プ
ス
太
鼓
を
発
表
し
ま
し
た
。
長

谷
、
中
尾
地
区
に
伝
わ
る
農
村
歌
舞
伎
「
中
尾
歌
舞
伎
」

の
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
応
援
す
る
活
動
も
行
っ
て

い
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
今
、
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
『
長
谷
の
太
陽
』

は
、「
学
生
が
で
き
る
地
域
お
こ
し
」
の
一
つ
。
長
谷
中
の

畑
で
育
て
た
２
０
０
０
株
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
と
、
地
域
の
方

に
苗
を
配
っ
て
育
て
て
も
ら
っ
た
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
加
工
し

て
つ
く
っ
た
ラ
ー
油
で
す
。
餃
子
は
も
ち
ろ
ん
、
豆
腐
に
、

サ
ラ
ダ
に
、
中
華
、
イ
タ
リ
ア
ン
、
ど
ん
な
料
理
に
も
相

性
ば
っ
ち
り
。
一
度
使
う
と
や
み
つ
き
に
な
り
ま
す
よ
。 

 

【
今
年
は
「
カ
レ
ー
フ
ェ
ス
」
イ
ン
長
谷
中
学
校
】 

 

長
谷
に
は
、
鹿
嶺
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
と
い
う
、
南
ア
ル

プ
ス
連
峰
と
伊
那
盆
地
を
一
面
見
渡
す
こ
と
の
で
き
る

「
隠
れ
た
」
観
光
地
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
キ
ャ
ン
プ
場
を

よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
三
年
生
が
企

画
し
た
「
カ
レ
ー
フ
ェ
ス
イ
ン
鹿
嶺
高
原
」
は
、
鹿
嶺
高

原
で
カ
レ
ー
を
食
べ
る
と
い
う
な
ん
と
も
お
か
し
な
催
し

で
し
た
。
当
日
は
、
雨
の
た
め
会
場
を
長
谷
中
に
し
ま
し

た
が
、
そ
の
お
か
げ
で
び
っ
く
り
す
る
く
ら
い
た
く
さ
ん

の
人
を
長
谷
中
に
お
招
き
し
て
、
生
徒
と
地
域
の
方
が
つ

く
っ
た
美
味
し
い
カ
レ
ー
と
長
谷
中
生
の
元
気
を
味
わ
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

【
花
壇
作
り
】 

本
校
に
は
、「
三
峰
の
時
間
」
と
い
う
全
校
作
業
の
時
間

が
あ
り
ま
す
。
清
掃
の
時
間
の
後
、
十
五
分
は
全
校
で
汗

を
流
す
時
間
で
す
。 

三
峰
の
時
間
の
主
な
活
動
は
、
花
壇
の
手
入
れ
で
す
。

種
か
ら
育
て
た
苗
を
正
面
玄
関
の
メ
イ
ン
花
壇
、
学
年
花

壇
に
植
え
付
け
ま
す
。
メ
イ
ン
花
壇
は
、
Ｆ
Ｂ
Ｃ
（
フ
ラ

ワ
ー
ブ
ラ
ボ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
）
学
校
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
の

連
続
入
賞
を
誇
る
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
今
年
度
も
、（
県

準
優
勝
に
当
た
る
）
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
毎
年
四
月
に
は
、
長
谷
地
区
全
戸
へ
の
パ
ン
ジ

ー
配
付
を
行
っ
て
い
て
、
生
徒
達
が
一
軒
一
軒
訪
問
し
て

苗
を
手
渡
し
て
い
ま
す
。
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
だ
さ

る
方
が
た
く
さ
ん
い
て
、
大
切
な
伝
統
行
事
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

【
長
谷
の
縁
側
】 

「
長
谷
の
縁
側
」
は
、
毎
月
最
終
金
曜
日
に
地
域
の
方

を
学
校
に
お
呼
び
し
て
、
農
作
業
や
お
茶
会
を
開
い
て
い

ま
す
。 

◇
「
安
全
安
心
！
長
谷
」 

 
 

長
谷
地
区
は
、
中
学
生
に
と

っ
て
「
安
心
で
、
安
全
な
地
域
」

で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
あ

り
ま
せ
ん
。
多
く
の
大
人
が
子

ど
も
を
大
切
な
地
域
の
宝
と

考
え
、
顔
を
知
り
名
前
を
知
り
、

挨
拶
を
し
て
く
れ
ま
す
。
子
ど

も
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
る

地
域
の
方
と
楽
し
い
学
校
生

活
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

 

 

 

伊
那
西
小
学
校 

長
谷
中
学
校 

 

 

 


